
One-click Lambda setup prompt

Lambda コンソールから、AIエージェントの準備をコピペ一発で

AWS 公式資料をもとに解説

LT会

One-click Lambda setup prompt 1



いきなり結論

Lambda を作るボタン ではない

AIエージェントの セットアップ指示書 を渡す機能

コンソールでコピー → Cursor などに貼る → エージェントが準備を実行
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何がつらかったか

AIエージェント（Cursor など）で Lambda をちゃんとやるには、以前は準備が大変でした

1. どのスキルを入れるか調べる

2. MCP の設定方法を探す

3. 設定ファイルを手で書く

4. 専用スキルの存在に気づく

ドキュメントがバラバラで、最初の半日がセットアップになりがちでした
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公式資料：概要

Lambda コンソールの「Copy agent prompt」をコピーして、AIエージェントに貼る
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説明：これは何の機能？

ワンクリックで Lambda 関数を作る機能ではありません

代わりにやること：

AIエージェントを Lambda 開発向け にセットアップする

設計・実装・テスト・デプロイまで支援しやすくする

ポイント：便利なのは「ボタン」そのものより、貼ったあとにエージェントが賢くなること

LT会
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公式資料：手順

コンソール → コピー → 貼り付け → 自動設定 → Lambda 開発サポート
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説明：5ステップの整理

Step やること 内容

1 Lambda コンソールを開く 開始導線から prompt を表示

2 Copy agent prompt セットアップ用プロンプトをコピー

3 AIエージェントに貼る Cursor などに貼って実行

4 スキルと MCP を自動設定 Skills / MCP / 認証を導入

5 Lambda 開発を AI が支援 設計〜運用をエージェントが支援

貼った瞬間にデプロイはされません。エージェント側の準備が始まります
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公式資料：詳細フロー

Skills / MCP / 認証を一括セットアップ。その後の開発支援までつながる
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説明：自動で入る3つ

① AWS認証

AWS にログインできるか確認

未設定なら接続方法を案内

② Skills

serverless 開発の手順・定石を提供

例: API接続、権限、定石パターン

③ MCP

エージェントが利用する接続口

Serverless MCP など

Skill で手順を揃え、MCP で操作手段を渡す
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公式資料：支援範囲

設計・実装・テスト・デプロイ・運用まで一気通貫
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説明：セットアップ後に何が楽？

例えば、こんな頼み方がしやすくなります

「API Gateway と Lambda をつないで」

「タイムアウトする原因を見て」

「DynamoDB と連携する関数を作って」

「SAM / CDK の雛形を作って」

抜けやすい設定（CORS・権限・ログなど）も踏まえて案内しやすくなります
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公式資料：リソース例

Lambda / API Gateway / DynamoDB / IAM などを組み合わせて構築
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説明：生成できるもの

AIエージェントは、画面操作だけでなく コードとして 生成できます

Lambda 関数本体

API Gateway / DynamoDB / S3 / SQS など周辺サービス

IAM ロール・ポリシー

SAM / CDK などの IaC

関数単体だけでなく、サーバーレス構成一式をまとめて構築しやすい
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公式資料：対応ツール

Cursor / Claude Code / Copilot / Amazon Q / Codex など
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説明：対応エージェント

主要なコーディングエージェントに対応しています

Cursor

Claude Code / GitHub Copilot

Amazon Q Developer / OpenAI Codex

MCP 対応のその他エージェント

使い方は共通：コンソールでコピー → エージェントに貼る

LT会
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1枚で整理

やること 内容

Copy agent prompt セットアップ用プロンプトをコピー

AIに貼る Cursor などに貼って実行

自動で入るもの Skills / MCP / 認証設定

そのあと Lambda 開発をエージェントと進められる

LT会
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よくある誤解

誤解 実際

ワンクリックで関数ができる しない（エージェント準備）

デプロイまで勝手に完了 しない（貼った後に AI が支援）

AWSコンソールだけで完結 エージェント側の準備機能

誰でも劇的に便利 既に MCP/スキルがある人は差が小さいことも

魔法のデプロイボタンではなく、正しい入口を渡すボタン
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誰向け？

向いている人

これから Cursor × Lambda を始める

正しい構成がまだわからない

チームで同じ準備を揃えたい

あまり刺さらない人

すでに MCP / スキルが入っている

コンソールだけで完結したい

「あるんだ」くらいで十分な場合
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まとめ

コンソール → コピー → 貼る → エージェント準備完了

それが One-click Lambda setup prompt

出典: AWS 公式資料（One-click Lambda setup prompt）
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